
↑ザ雫露‐二|■ |ヽ
|

1:‐ バズ学習とは    .   1 .1      1    ■ | ‐| :

● (1)二斉学書め反省…講義形式 (無気力■助長 |‐ おちこばれの育成),||| |
|(2'1人間関係に立脚した共同学習 (事を編成●話し合い学習=プ ンプンみ羽音).
|く な)認知と態度の統合理論 (学力の向上ノ建設的な生活態度`学習ヽの意欲化)●

2:班め編成 《よい個人はよい集団から生まれ、よい集団はよい個人から生ま■る》
´

|(1)班員の人数・・:・・.①人数 (4人・ 6人) ②グループ間等質   ■

■   ③男女同数 (交互の配置)

|(2)・ 班編成の方法
‐・・・①教師の事図 ②選ばれた班長の協議 ③抽選  |

・
:  : 

④班長を選出後、抽選 ⑤班長のビックア
'プ||    ‐  ′

⑥伸良 じ班

|(3)班長等の決定《よき:班長喀甲日?よ 基班員、よき班員は明‐日のふき―班長》

||l       ①班長 =②冨1班長 ③教科め係10生活の係    ■
‐l         ①班長の素質の是非 ②班長の権限の是非 ④班長の位置

● (4)班の期間………① 2週間 ② lケ 月 ③ 2ヶ 月           |

3‐ 授業,洋|=て 1(学習者,i?挙琴轟)

.(11)準
備過程・中心過程・確認過程

‐

|.(2)指導二課題→個人思考■相互活動 (話 し1合 tヽ )→指名 く発表)■補足修正‐

|   →確認 (評価)     .

4:「指導」の重要性 (指導のない教育はない)            ●

3:課題づくり (児童生徒にやらせるもの)発間との関係    : ‐  |
、・(1)よい課題と悪い課題

.  ①課題の大きさ (́30秒
～

3分ん 5分～15分)::‐    |
■|‐ ②速度な難易度 (50～ 80%が可熊な課題) .  1 ■   |  |

■■l ③具体的な課題 (テ ストのようなFHl題) .   ‐      11
1‐ l④中心課題 (本時,1目 標):こ連るもの   |     | ‐■

|.(2)課題の数・・:決 して多すぎないこと(例〒準備で1:中心で写:確認で1)

| ‐‐ i課題の指示「聞くよJ  :―

16●個人息考の重要性 (個人尋考を警視すると依頼心がつよくなる) 1 1 ■

一　

一

・一
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相互活動 (話 し合い)《磨き合え !響き合え》| ‐1   1
0交互法(1)形式 ①対人法 ②隣接法l③輪番法 ④

:自 由会話法 ‐⑤指名法

(2)話 し合ぃoル■ル (意昇の言い方、質問の
1仕

方、語尾のi言 tヽ 方)| ■ |
(3)注意 l①時間の指示 (始め、1終 りを厳然と)全員できるまで待つ必要なし|

■    ②話 し合いは小声で (ヒ ゾプアップ)  |   ■    ‐ |
‐    ③教え合い「分からなければ聞け」 (全員参加)|      :
l     ④人に説明できて、始めてわかったということ―      |  |

課題の取り上げ方  |     |  .        :       :
(1)個人指名・ 班長指名・ ○○指名 (必ず しも全班指名する必要はない) .
(2)「わかりません」は禁句 :

(3)是認・ 否認・ 賞賛 =激励 ,補足修正 ,発展           : :

評価活動 (指導 =評価はひとつのサイクル)     .
(1)即時評価の重要性 《今わか らせなければ、いつわかる》

(長期評価・ 中期評価・ 即時評価 )

(2),自 己評価の重要性 《わかった !わ かった !と 自分自身で確認すること》

|         (評 価活動を児童生徒の手に)

.(3)評 価の方法

l  ①観察法 ②隣接法 ③テスト法 ⑤問題法 ⑥ノー ト法  ⑦面接法

○「言らてみよ、書いてみよ」 ○ハンドサイン ○アナライザーの活用

10:補足修正の重要性 (不到達者はここで到達させる)

一９

■

■●当初ぶつかる問題点 |:

1l ①やかまじくなる.

‐ ②進度がおくれる .

| l③ うまく話し合えない

|l④課題がうまくできない

|‐ ■⑤班が育たなぃ
|‐ ⑥これでいいか不安

■‐①後ろ向きの姿勢

‐  
｀

1
(諫轟あ真森在:班長指導:議 し合tヽ 11議森

'Ilj●

:

(簡単なものから,本時の目標,肇譲1言不1印霧参韓)

響暴
=警

,1班今議:書響警警lll l■ ||■ |1 1 ::■ |

i               t    i     ll=■
 

、     1  1    1   
‐     |‐ ||

●今後考えてみたいこと

■①生活班への応用 (掃‐除・給食).②班ノートの活用 ③短学活の活用 |
‐④班の宿題 ⑤ミユテスト ⑥学習計画表 10班目標の設定  ③自己評価表

③授業の反省・評価 ⑩部活動・特澤1活動・学校行事ヽの活用
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一推作講雛を生かした緩嚢警選 して一

雙鰺桑響覇井寵菫鼈‐領亭讐輸

趙爾 隆甕

量キ警究参鶉ら砕

算難舞の援業を通して.露菫一人守スが主体鋒墓轟甕韓駿 攀纏み、自力で濶晰移≪

醤ゝく冒饉覆身鍾付けさ彗纂とこ■3こ 、鐘長の書夢を彗なわ彗鰊攀懇幹畿跛づ くリー憲こ駿

警糠んだよ

撥作霧mを菫 診入れた撃元購寿 指導進種を二夫すること羹ムリ、鐘菫辟攣難で嚢≧

鼈鍍化を覆ることができる。また、撮作灘勢を駿 診入れることここよ等、
1彊

Å豊鍵轟移

亀轟題解嚢等多讐イ≧仕轟暴こ≧がで曇、それ翼轟惨t覺菫糠轟分鍮馨瘍考え方で蝙決
｀   し、学ぶ轟 じ堪守或六感が等られ、主体鼈な量 診轟み31y麗進携ン鶉戟襲膠鯉考えた。

マ
/   

以上りことから、攀究主題を上嚢よつに最重 れ、新究参南裁として

:《1)操作轟贔場量 警Åれた指導邊轟等互夫を甕暑幸

《2)轟を大彗 :こする手だでの正光を趾る轟

彗}携菫の評轟難轟りがなを考える.

・ ―鍔轟薫菱考え蓼究・実換を行っ亀.

量蓼鯰光の方妻

毅》轟作議動を最 馨入れた難導還瑳参二夫

具体鍵霙通、
姿導入難難で炒題漑轟鍮畿示ξ還_T_費を覇もし、学奮議量を十分ξ墨鑢畿N彗褥麺愧鋳

‡こ騨湊へ鸞兌心 奮量歌をRわさせ暴基         I
ゆ襲訣寺方法や結黙 :こつ馨ゝでやおお菫かな見遷しを発できそ膊櫻鰤鑽り、鷲筐鯰麓

畿力警轟瑳難馨彎力を感機さ彗轟。
「     幸轟島襲襲鋳瀑で、撃警轟麗鍮工式を響、購湊方糠輪多様化を図儀季畿た、鐘判警
:     導屹姦実を猪い、電菫 :こ ■ら考え、やくなだす塞労む鑢わ輻馨薇ぅ

＼V     e轟 難解決の鍵て、菫や全難で鱚襲蒔嚢鍮養萎 綾゙繋 整゙璽豊行り、條醜亮撞りま

り澤むゝ理解を甕暑≧≧六:こ 、鐸湊方嚢畢瓢奪さや萎妙さや鋳醸きなど辣 翼よ磐鷹

を懸壽さ彗儀等

.鰊 驚ヽほ奄Å響 :こ ま馨季ボで録工夫

翼鉢聰羹鐘、
「     聰はな糀鐘暑こ拶予警亀鼈は、菫贔鰊慧奪鰊轟恣るなけは聰プートは

「

瘍皿Å鯉覺饉
・:饂嚢書や醸子を書はずは墨兆嚢 《烏最曇}瘍毒贔又措うゃ

:轟 鯰 3こ 轟移亀鐘澤り手たてとやでなゝ範翁惧輻瘍寃賽遼嚢ン )■ ―翼靴よは鑽鑓蝙

勃礫手盗彗を話憑蓼

ξ辱}鑽猥瘍忘趙
`翼鑢儡濾鐘ゝ
轡離贔勒哄洋鯰 と、蝙忙綽蜆綺靡ξ曇循鞣■文諄鯰呟鯰 琲Å鉤は最



. : す轟鰺画だけでなく、鑽睫勒躁鮮瑕郎釉畿ずは違 |
ド諄鐘鯰纂醸ぼ豪場吻飩ζ

:11雛 豪ヅ究参寵審

|《豊》磯作講院の駿 診入糞方

1  機作彗難鐘ただやみく山鐘駿攀入れ範ぽよいなむゝ滲儡響鐘なくゝ撃元蜀ど綽鼈鐵
鐘、また、 1時轟鑽菫辟中で仄瘍鰊錮鍾最滲入れると有鰺)と 警ゝ惨進≧劣稽亀なり

、 |れ珀な等なしl参

■  尊元のご通:こ轟作鐘蜀吻雛 1入れは誂≧いう量であ濃、鍮辣導党の霧援、鑢藝饒勒
轟綾性を壊らかにし、覺重瘍甕鰺貶考えて炸馨請爾了立てていは。      .

1時轟の授業の幸でFこ 暑こな難攣餡呟摯り入れなМないや議で鐘、い壌等ヽわけ眈
写考えら糞亀が、萎輩鑓な黎難≧覇究菫璽 :こ 彗菫纏≧導呼曇≧壁考え基≧ゝ襲鐘凸

、條畿する場で撃 警入れる器が一番有難で轟辱と考え亀。

《
=》

墨本時な菱導選程

1時羹の授業者、藩鍾藩装学奮 :こ き馨辱児童の悪考参羹糞を考え、露轟鋳霧警
‐ F感 じる・書かな重鱚嚢翁請爾 F見通す聾、解決の実諸 毒 決する(彙蒔)』 、発表

r綾封 。醸菫 F解続す畿《畿m)運 、議轟 e達羅 訂鐘暴鋒る 。嚢げる』としヽラ悪酸山
銀暉分移亀申

モ糞ぞ彙饂鑽貶鰊魃畢いと、量嚢彙纂悪考参羹れ ゆ沐掌鋳を手だてξ菫次暴ベープ

ようでヽ蝙魯

《8》 基駿■で暴鑓導

導入鋳、理題曝轟参羹示 :こ 二夫を装らし、児童をこ嚢覆、興義 0羹心等を持亀錯

‐ 《はじる)、 それらを解決する学習轟選を十分につかませ暴 〔幸かな}最六。

1   蠅量が主体鋳まこ学習まこ駿 警経なためをこ:よ 、まず導入鋳霧おむLて 「おや、なんだ藝

う産 夢おもし暴を巻だな重などと襲m、 ぬ鑢 1%」躁を持亀彗こ学曹量鍍お墓やな
=

費写必甍で轟る。磯攣で、豊重鐘≧嘩て饂越鍮購輔や議はわ晰いたり、人気録轟藉

キャ予クターや賊写なボックスをは踵暮彗たりしぬ。こ綽囃茫蝙爾瘍鍵薫 :よ 、準に    V
量鰤鶉爾羹蓼皐彗褥綺で激なく、議儡儡鯰炒鸞鐘鶯輯趙咤謗款檜饉鍍化のた靱うこ姦

:懸 難鸞轟鑢鶴鸞にな藉ように必写けた等

′進彙等鯰熙飩晰爾か等、蠅鰊炒瘍鸞轟咆に なで閻哩鯰贔難靱廿炒馳り、本雹瘍鵞

飩蛉麒寵ずはふ紆鍵移鍮鬱轟瘍鮨財趙蠅慮写筒趾緻勒颯匈はよい了咆蠍蝙銀饗にで

:き 鰺よ呼j荼写診亀幸

:    ‐

董属垂趾量嚢聾璽彊署二ま通鶉量彊眩露

‐  重量轟卵趙鍼篤醗晰颯艤ま通倅馨Lて 鸞輯趙蜜灯麒翼鸞鬱骰立¶黎響、われ母靱爾曇

墨鞣得隧炸¶躁よ倅疵檄彦蠅襴六劣鋳亀鬱鶉謳骰鬱

轟蜃己鐘鰺や、嚇愧劣燎裂移量滲≧Ψ洟儡、呼鞣く卜な鍼鍮鉤凩嘲六裂鯰趙飩棘

薇鍮農浴釉輪墨≧鐘嘲攀鰊鯵l議 鍮盤ざ竜祓儡畿蜻鸞勒骰毀埒鶉仁晰虔又倅凸匁鸞鰺



:             ≪纂騒趾瘍綺了纂≧菫嚢轟飩馨考鸞なれ零飩轟勒賤季にく:不

嚢繋 疵 ら 静 菫まれは鷺霧餞嚢れ 鷺轟鰊な手だで

。      1鸞
彗貪警σ

ぶ            |

菱:こ 旗轟謬警議
|

: 題鍮畿菫

感

じ

曇

か

な

1織
り

つ

:

轟饉襲議の機示

うこ二夫を覆うし、

轟霧篭鍾甕さ誉、

解決へ勢饉心 睾慧

歌を薦録させる

´
装や、なんだ等多

今議機、どんな学警をす

馨んだ機う

,今 轟鐘、こんな学覇むす

轟んだな
[解いてみたし`な

翼

達

す

攀訣の方法守継

轟れつを`て参おお

まかな見通しを立

てさせる

・どんな考え方でできるか

な
。菫翼学習した考え方が生

が誉そうだ

。なゝろ馨ヽ嶋な考え方ででき

そうだ

:° こは3餃了覆憑羹恣良ポ黎

轟しての霧赳撥導    |
B実な鐘握≧巡灘撥導   

‐

覺゙嚢黒畿鸞置入

奉菫糧院でや鰤醗方講≧鑢難

の覺妻と機菫 。鐵菫化

。発表轟畿量畿つての発表

・鐸嚢方漉輪婆轟惟鸞時鐘

。南渡券甕璽ξしや一畿ξ≧

鐸

決

す

入

Ａ

一尭
》

通   重曇量写
炉彗贔

方等で議決
:

まずこの考え方でやつて

肇よう

轟か参考え方はなし`かな

ここまでできた球ど、ど

うしたらいい辱だろ寺

自鐘鍛欝決方渡

を発表・栽請 舎整

理させる

鐸

決

す

る
黛

轟
》

董基ドゃ
|・ 製参考え方難ここか等`い |
:

:

:・ 轟真を考え方も轟つたの

申作切つ亀感と場(畿
磯黎拗財m、 覺鯰卜文

彗釉軋諄鰺農鯰鑢九

本時の学響なふ

響なえ攀、羊響羹

塞暴定着 。発嚢を

M等
ら
歎

マ
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鶴
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嘉
…
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今源の導山をま馨晰靡禦

轟晶鐙墨≧仄言えは

難震雉赳儀埒寺て荼よ争

奪纏学警しえこと＼、鐘

を通ごんな誘写鍾Å暑麗鞣

睾



饂寺鯰慾を懇≧うこ、な鷺輻蠍賤鰈鰤六讐寵り、訃緻方漉鰊鯖爾袢宣≪蓄鬱亀輪や写ヽ

鷺文鍮藪畿力讐雉璽鰊絋彎輯疵%鼈颯炒彦鐘なぬ機

翼鷺しの立てや飩翡纂饉釉銀鐘ゝ盪輻『鰺畿ずは塵颯騒麒で鰈蜃撥蝙なして、ぬ

力鱗訣雲羹けて参畿絣鰺ず鶉働なた、翼はじ写宣《撃訛瞼秒甦晰鸞饂ン晏絆晰翁疵

必要最こ轟事で見饉移軋覺農醒鸞痺晰金辟轟卜が、薫饉盤して糞仁移鐘斃轟蓄鸞枚醤聰

≪覺量の見鷺しの擁≫

.F?

奪

一な1イ

驚■^

ξ鐸決する {菱 島〕≦嚢警でを重、特 :こ 操作活動を通 して参議轟参解決犠菫撞し、

児童暑こ轟ら考え、準くりだす喜げを味われせ学奮菫畿を轟綺さ彗るたわは、議%の
工夫≧曇騨指導畢蒐案を重った。

ここでの議轟鐘、難作懸鍼鍮豊か晉蝙鶴場なして、次瘍よけな轟件を考え躙覺 姜

五夫社図った。

袂答は轟けて■参簑な鐸き方 滲饉求輻繊方ン鱚褥

纂作をこ金なた靱 〔繹等》弔たくさえ轟鶉ヅ倅

鐵は下位靱饉心ξ通咆飩鱚翡輪鍵赳鍮賤儡膠山輻

《瞼鼈辣菫は 3曇 より胃晰ξ瑾躾膊魃膵わ饉よい》

二瀑蠅重鸞畿颯曇鶉けて著ゝ褥六瘍⑬趙 |ゝ 趙蝙鞭釉雹

オ参で鬱亀鷺できない難響ゝう評Iでξまな筵、いくりゝ

亀平ないなこなで多轟軋鰤諄畿解で攀鸞郎鸞

進輻轟飩ξ逗鱚頌彗、鍼楊顆痺わずりまりな結晰咸翼唸鷺費夕ゝ颯醗瘍斃儡鯰聰鐵勿

―
l-4秀鐘隧鐘移た機

≪

ゞ
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聰鍮葬写疸警ゝ

その観で比べる曇

◎  4,撃畳

瘍ⅡRI冒彊    肛の方は靡咆ゝ
〔感}方理のTPを 置き、マスの数をかぞぇて比べる。

◎ 纂翁ます
り 32ま す
⑬颯薄浄S広 幹

この最難で鐘、奎や全体で解決方装な隷果を発表さ管、それ|こ 対して鐘鸞蠅重が
ら質理をさせた警重見を述べさせた警した。これものI咆や意見で、■表された解
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■ 鷺幸ことおもt楼作畿蜀晰畿鐘蜀嬌武診入れたは鼈激、ね蛉へ鸞警鰺鍵鍮鶉ξ枡又警
|■はす場で、理蝙魔雖兌綺飩銀鶉晰轟鑽で趾なこと場分か饉鬱    ‐

■|1 錢畿上鐘Ъ申鐘、下位爾嘩鰺薫鯰グラフみらは、な作懸蒻憲簸馨入れ鶴趣贔曖下
|■ 鐘中翼重ぬh」冷鑽路警鑢鑽が壇す通とが分かった。また、Lは上鐘鰊蠅重は、鮨釉
|■ 鴛轟辱種鷹録難鐵辟鍮診ゝと、ぬ心度が下がることから、鱚濃綽多なぜ亀鼈工農辟夢甕
|■性ら分かった幸
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■ 操作裁動を歌診入れたな炒科瘍零薔を濾して、鐘重鐘学び方や連求の仕方、褥爾
| 1錦な説鋼の仕方を身は付け繹通な解で撃、他の学習においても重欲鋳:こ 数診畿鍮畿
|が見られるよう:こ なった。
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還れ毎饂議鍾を解決 してきヽくた轟、これからもな畿移可蒻甕むなけなけれIな もけい馨
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子どもがのりだし、みつけ、ねり上げる算数の|1麟

一数理的な処理のよさが分かり、自ら意欲的に学習する子どもの育成■|■

滋賀県 伊吹小学校 室谷|1羹..

研究の主題

1.:研究主題

子どもがのりだし、みつけ、ねり上げる授業のAll造
鳳数理釣な処理のよさが分かり、自ら意欲的に学習する子どもの育成■:

ましく課題を解決|じ

考え方を出し合‐tl:

考え方が高められt

ことによって、21世紀を展望し、社1会李
ことができるであろうと考え、この研究‐

=1

3.研究仮説                            ■‐||:
| サプテーマである「数理的な処理鍛よきが分かり、自ら意欲的に学習する手|ど毒

裏嚢iT       tt            i壼
嘗量簿: 雪募泰査竜

であろう。                      ́  ■11=

…
1-

2事 主題設定の理由

新教育課程の改善のねらいリーつに「自ら学ぶ意欲

ふ讐禽F響警糧菫奮 |力機育成を重視すること (自 己教育力の育成)Jがあ鰯

幽ら意欲を持ち主体的に考える子ど色鍮育成を躍轟教

璽襲套馨贔書藷じ暑
111亀、教育目標「すすんでやりぬく伊次の予」を掲げ、算

の具魂化に努めてきた。

内発飾な意欲の喚起につながると考える。



4ら

仮説 2: いらいるな見方・考え方犠比較し、検討す轟過種を大燒にすね:ず 、数
瑾鋳な処理鍮よさが分からであるう。

優説穣 : 鶴√領灘轟標に即した評価の正夫をすれば、子どもの見方 3考え方の変
容の把鐘や学雪の意欲化理れるであるう。

単位時間の基本的学習過程

‘（、〕

○

子 ど もの活動 畿師の動きかけ・ 子どものぶ答 子 どもへ録配慮
0本時の諄撤を知 |●学響諄轟の提承の仕方を量夫 して、子

る      : どもに興味や関心をうながす。  
‐

IIEEI菫菫二驚

●見通しがもてない
子どもへの助言を
する。

●低学年では見通 し
をある程度発表さ
せ、学年が進むに
従つて発表の機面
を少なくする。

。既習事項 との比較から鎖鎮点や相違点
i を明確にして課題をとらえさせる。

0予想を立てる

●既往経験や菫篠・ 既習事項を生かして
結果を予測させる。

●見穣りの許容範翻をおさえる。

ナ :毅 :        1癬 難雪事項や数学的な考え方を懸篤 し、
具体的な操作などの活動を轟 して⑮解

す |        1 決方法を考えさせる:

●機親懸がしっか
りつかめ爆 ゝ
(予 どもの表
情やつぷやき
など)

。およその大き
さや形などが
わかったか。

●方法をみつけ
ること鰺までき
たか。
(ヲークシート》

方法の見轟じ

0申分で考えた方 1争 既習事項や数学的な考え方を生かし、 1機菫驚護を活露し、簸
緯で解決す轟 : 具体警な操作などを懸爾 して、機のよ 1 量fとに応じた錢幾轟

暮が生きる解決をさせる。      1 導を行い、助言やヒ

°
TttTT警誓正|・

発表者や発表の順番などを決葛
=:~~| :111こ

:[:
書 く。____1_ _              | させたりする。

彊
IIEIIII:IIIIIII.五藤ミ

●発表者や発表の順番などを決める。  1 解決の過程の説明

奪轟分なりの考
えで解決でき
たか。
(わけカード)

。解決したことを
発表する

0解決の仕方を比
べる

oFよ さ,Jを なら
える

穫
●整撃された考え方を比較 し、吟味する
過議を懸 して、よさを見つけ出させる。

どのよさ事こ彗鰯させる。

参学警 したことを
ワークシー ト等
にまとめる

0鑢雪間遍申学奮
の畿方等 :こつい
て参自己評轟を
す拳

●轄禁だけでなく懲考の過盤を振 り返え
らせ、「 よさ」や機拠にふれたまとめ
を書かせる。

:IIIIIII警螢張_I]
●練習F・T麗をさせろ。
●轟己評価させ次の学習に生かすように
する。

●新たな問題や発展的な問題の解決につ
いての見通 しをもたせる。

●一人 61Lと りの進歩
をとらえ、認める.

。
「 よさ』 にふ
れたまとめが
できたか。
(ワークシート≫

備等曙野懐酢ひ夕し嗜
かり理解でき
たか。
(ふり覇 酵テスト)

犠奪罐難欄緩議脳聾こ

数 惨糧機たか。

(ふり朧 学カード)

よ さ の 霊 賞

期餞諄ゆ琴けまてと錮称減

藝こうやれ:ぎ、鮮けるだろう

み

:タ

る

ね

り

上

:プ

る
築 爾

ふ

攀

か

亀

蓬

2



Π . 実践事例

1`単元名 三角形と角 (第 3学年 )

2.単元の目標

関心

意欲

態度

ア 日常の生活で、二等辺三角形や正三角形が生かされている場を見つけ
ようとする。

ア 対称な図形の美しさを感 じ、進んで模様を推こうとする。
な

方

鍋

Ｖ

え

蛍

ｉ

霧

数 イ 辺や角に着目したり作図したりすることにより、二等辺三角形や正三

角形の相互関係について考える。

表現

処理

二等辺三角形や正三角形を、

写 し取ったり重ね合わせたり

とができる。

ウ

ウ

定義に基づいて作図することができる。

することにより、角の大きさを比べるこ

知識

理解

工 二等辺三角形や正三角形の定義及び性質について理解する。
工 角の概念を理解する。

3.指導によせて

(1)教材をとらえる

児童は第 2学年の「三角形と四角形」において、図形を構成する要素である辺や
頂点に着目して、三角形の定義及び基本的性質について学習してきている。また、

「長方形と正方形」において、直角の概念について理解し、直角三角形についても
知っている。

本単元ではまず、三角形を、辺の長さの相等関係に着目してとらえさせる。そし
て、二辺が等 しい三角形として二等辺三角形、三辺とも等しい三角形として正三角
形があることを知らせる。また、二等辺三角形には二つの等しい辺があるが、残り
の選もこれらと長さを等しくすれば正三角形になる。この二等辺三角形と正三角形
の相互関係についても、作図などの活動を通 して気づかせるようにしたい。
次に、角について指導し、「一つの頂`点

から出ている二本の辺でできている形」
と定義する。しかし、この時期の子どもには、理論的に理解させたり言葉で表現さ
せたりすることは容易ではない。したがって、具体的な操作活動を通して、感覚的
につかませるようにしたい。また、角の大きさは二本の辺の開き具合によって決ま
り、ぴったり重なり合えば等しいことになる。この考えを用いて、角の大きさの比
較は、折る。切る。写す等の方法により角を重ね合わせればよいことに気づかせた
い。なお、角は辺の長さに関係しない概念であることも明確にしておきたい。
最後に、二等辺三角形やT三角形を、角の大きさの相等関係に着目してとらえ直

す。そして、二等辺三角形は二つの角が等 しく、正三角形は二つの角がすべて等し
ヽヽという性質を見つけさせる。なお、前述の辺の長さについての相互関係は、角の

大きさについてもあることに気づかせたい。

(2)児童をみつめて

男子 18名、女子 16名、計 34名の学級である。どの子も明るくて素直で、特
-3-
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鍾男子には活動的な子が多ヽヽ。一学麟に学習した図形額域「到と球』では、運鍮曝
は大轟な陶をかしヽたり立体模型を使って球鍛機成聾薫を議べたりし亀が、総覺な機
度を示した勢は男子であった。それな比べて、女予鐘慎藍彎、進んで挙手す怒拳鐘
験られてひた。しかし、コンパスを使って報をかしヽたり美 しひ模様を描 Lヽ たりす機
活動には、横気よく丁寧に取り経路た。

さて、本単元の指導に先立って、次のようなけディネステス トを実施した。
※次の形を見て、三角形だと凛3~τ

は Xを、( )の 中に書きましょう。

●

○…31人
X…  3人

③

33人
1人

⑤

0人
34人

⑦

○…25人
×… 9人

③

31人
3人

その結果、のの

影』につ秒では、

②

○… 0人
X… 34人

④

○…3◎ 人
×… 4人

⑥

○…34人
×… 0人

③

○…31人
X…  3人

⑩

○- 0人
卜・・懸4人

「週が頂′奪まで届いてヽ T頑下研珂葛再びあ
金量の子どもが、「三角形ではない。」

-4-
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「台形」、⑬の

と理解 している
「おうぎ
ことが分



かった。第2学年の「三角形と困角形」で学習した三角形の定義が、よく理解でき
てもヽると言える。しかし、①の「鈍角三角形」を「三角形で|ま ない。」と考えてい
る子が、 9名 もいることも分かった。eの ょぅな目頃見慣れてしヽる「鋭角三角形J

ではないからであろう。従って、単元の学雪をする中で「鈍角三角形Jに も応、れ、
三角形としてとらえられるように指導してヽヽきたい。

次に、議し合い活動については、一学期に、みんなに聞こえる声量で話すことに
力点を置いて指導してきた。そして、ェ学難からはハンドサインを提示し、賛成 (

パー)。 質問 (チ ョキ)。 他の考え (グー)・ 付けたし (人差し指)の意思表示を
させている。そのため、最近では、発言に対 して補足をしたり反対意見を言ったり
する子が増え、子ども達主体の話し合いができるようになりつつある。
最後に、二等辺三角形や正三角形の作図においては、コンパスを使用させる。

円と球Jにおいて、コンパスの円をかく以外の機能 :こ ついても指導しているが、
単元では更にそのよさに気づかせるようにしたい。

(3)指導にあたって

O 仮説 1に かかわって

二等辺三角形や正三角形の定義を知る学習では、まず初めに、いろいろな三角
形を自由に描かせる。そして、それらの三角形を自分で決めた鶴′点で仲間分けす
る活動を十分にさせたい。その中で、辺の長さの相等関係に着目させ、二つの辺
の長さが等しい三角形や二つの辺の長さが等 しい三角形の存在に気づかせていく。
このような操作活動を通して二等辺三角形や正三角形の定義を導いていくが、こ
れだけではこれらの三角形の概念の理解が十分とは言えない。そこで、定義を使
って図形を作図する活動を取り入れ、概念をより確かなものにしていきたい。
また、二等辺三角形や正三角形の性質を調べる学習では、角の大きさの相等関

係に着目して、これらの三角形をとらえ直させる.そ の際、折る。切る。写す等
の操作活動を十分にさせ、二等辺三角形は二つの角が、正三角形は二つの角がそ
れぞれ等しいことを、児童が発見的にとらえられるようにさせたい。

○ 仮説 2にかかわって

3年生の児童は、同じ類型に分類される考えであっても、少しの違いがあれば
違う意見だと主張する傾向がある。そのため、自由発表によって意見を轟させよ
うとすると、多くの意見が集まり過ぎ、処理に困る場合も起こってくる。そのた
め、友達のいろいろな見方 。考え方を知る段階では、あらかじめ操作活動の段階
で意図的に指名しておいた児童の意見を中心に取り止げるようにする。

また、ねり上げる段階では、工学期から指導 し始めたハンドサインを活用する。
賛成 (パー)や質 F・5(チ ョキ)、 他の考え (グ ー)、 付けたし (人差し指)の意
思表示をさせ、子ども達主体の議し合いができるようにしたい。

なお、本単元では並rlj型 によっていくつかの考えを並べて提示し、それぞれの
考えを比較・検討するようにさせたい。

…… 滲 …―

Ｆ

本
し

し



① 仮説 3にかかわって          ′

操作活動を通 してつくった自分の考え奄ヮークシートに書き込ませたり、操作
活動に使った紙をヮークシートにはったりさせる。その時、結果だけではなく、
思考の過程や説明をも書かせることにより、指導者が子どもの見方・考え方を把
握 し易いと考えた。また、友達あ考えとの相違`領

鍾気づき、子ども轟らが考えを
フィードバックさせるのにも有効であると考えた。

さらに、毎時の学習において F応、・りかぇリテス ト」と F』、りかえリカード」を
使って、彎れぞれ認知画・情意面の評価を行う。これにより児童は、自己の学習
成果について自覚し、次の学習への意欲を喚起するであろう。また、指導者はこ
れらの評価をもとに個Ell指導を行ったり、次時以降の指導に工夫を加えたりする
ように努める。
なお、常に子どものつぶやきに耳を領け、表情を観察することにより、児童主

体の学習が展開されるようにする。

3年 (本単元)

(定義)

ψ

ほ
濤田目同闇闇幽目剛問闇剛醒

味意

コ

の

線

線

直

統

　

直

こ

系
　
‐
・‐
‐
‐・卜
　
　
・

三角形、醍角形の意
味 (定義)及び基本
的性質

構成する要素、方眼
紙を用いての作図
〔三角形、四角形、

辺、ちょう点〕

直角の用語とその概
念

ズ黄奮   み轟

二等】
=角形、正三

角形の意味 (定義)

二等辺三角形と正三
角形の関係に着目
〔二等辺三角形、正

三角形〕

角の概念、大きさ比
べ 〔角〕

-6-

平行四辺形、ひし形、
台形の意味 (定義)

及び基本的性質、か
き方、構成 〔平行四
辺形、ひし形、台形〕

（、、′）

4年

三

角

形

と

角
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子 ど も の 活 動
二上 ヽなの議爾藩「懐の手がか り

1。 本時の課題を

知る。

2.角の大きさと

調べる方法の見

通 しを持つ。

三警翠三角形の角の大藻
~y蕃

轟ぺょ石
○今日は、二等辺三角形の二つの角の大きさがどうな
つているか調べましょう。

○二つの角の大きさを比べてみましょう。
・角イ、角ウ、角ァの順に大きい。
・角イと角ウが同じで、角アが一番小さい。

○どうしたら、調べることができますか。
・切つて童ねる。
,折って重ねる。

・今醸扱 う録は、二等遷

三角形であ懸ことを覇確
:こ しておく。

・機撻義よる直感苺大響
:こ させる。

・欝時に三角形の角の大

きさ比べをした時鍮こと

を思い銀させる。

。課題がしっかりつ

かめたか。 電子ども
のつぷやき等の購
。自分なりの見積り

ができたか。(鶉 )

・ 自分なりの方法の

見通しが持てたか。

(ワ Tク シー ト)

み

る

3ヵ 二等辺三角形
の角の大きさを

調べる。

○それでは、二等辺三角形の角の大きさを調べてみま
しょう。
・二等辺三角形錢 の部分だけを切り取って、重ね
合わせて調べる子。
・二等辺三角機 切り取って、頂点を合わせて二つ
折りにし、調べる子.

・薄い紙に角を写し取り、元の二等辺三角潔 重ね
合わせて議べる子。

・露べ方が分からない子
には、個麗指導をする。
・一つ調べられた子には

他の二等通三角形につい

ても籠べさせる。

'自分なりの方法で

二等辺三角形には大

きさの等しい角が二

つあふことを見っけ

ることができたか。

(ワ ータシー ド、見
つけカー ド≫

ね

上

:ダ

墨

4。 力の大きさを

譲べて、見つけ

たことな発表と′

合う。

○二等辺三角形の角の大きさを調べて、見つけたこと
を続 しましょう。
・やっばり、①の二等辺三角形は、角イと角ウが等
しかった。

・②の二等辺三角形も、思った通り、角イと角ウが
等 しかった。
・③の二等】三角形も、角アと角ウが等 しいことが
分かりました。
・ どの二等辺三角形にも、大きさの等 しい角が二っ
ずつあることが分かりました。

○二等辺三角形なら、必ず大きさの等 しい角が二つあ
るのでしょうか。

・①の二等辺三角形はものすごく大きいけれど、等
しい角は二つあります。
・③の二等辺三角形は、二つの角の大きさがよく似
ているけれど、やっばり二つの角の大きさが等 しい
です。

・ 自分の見つけたこ

とを発表できたか。

(挙手)

ふ

り

か

え

る

5.本時のまとめ

をし、次時の議

題を知る。

|○
二等辺三角形 :こ は、大きさや影 :こ 関係なく、大きさ

|の等 しし・角が二つあることが分かりました機。
○雛 は、テス トをしましょう。

鑢 輔 議 :ま 、壼三 角駒 晩 の大きさにつぃ規 ぃ ま
しょう。

・認知面、情意面の

評価をする。 (ふ り

かえリテス ト、ふり

かえリカー ド》

曝。本時の目標

く認無鋳懸標≫ 二っの内鍮大きさを比べる操作活動を通 して、どんな二等運三角形まこも大き暮鍮等しもヽ白が二つず嗜ぁることを
量鱗する。

く鰺度的鍾機〉 折轟、構る、写す等の方法により、自場進んで角を重ね合ゎせ、大きさ警比べよやとす轟参

7,学響震聞

… 8-
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菫 . 研究の成果と今後の課題
1.研究の成果

(1)仮説 1にかかわって

①意欲が継続するようになった

今までは、意欲的に学習に取り組めても、単発的で 1時間限りのものであった。
しかし、次第に意欲的な学習が続くようになり、単元を通 して続くことも見られ
るようになってきた。
ア :意欲を促す学習過程の工夫による

「のりだす」 e「みつけるJ。 「ねの上げるJ。 「ふりかえる」の4つ の
学習選程を子どもに身につけさせることにより、主体的にたくましく課題を
解決していこうという姿が見られるようになってきた。

イ :意欲をかきたてる課題の設定による

指導計画を立てるときに、意欲をかきたてる課題の設定をした。これによ
り、子どもの関心・意欲を高めるとともに、課題意識につながりが見 られる
ようになってきた。

②儘性あふれる見方・考え方が出るようになった

操作活動などの活動を工夫することにより、それぞれの子どもの個性に即した
見方・考え方を持たせられるようになってきた。

ア :「みつける段階Jでの時間の確保により、十分に自分の考えが固められる
ようになってきた。

イ :操作活動に幅を持たせたため、個性的な発想が生まれるようになってきた。

(2)仮説 2に かかわって

◎数理的な処理のよさが分かるようになってきた
子どもの話し合い活動の中で、数理的な処理のよさについて話し合う場画が見

られるようになってきた。また、子どもが、「なるほど」 。「 うまく考えている」
というように、よさが分かるようになってきた。
②子ども主体の話し合いができるようになってきた
子どもが主体的に話し合ぃ活動をするようになってきた。
ア :話 し合いの経営案により、学級経営の一つとして、教師が継続的に指導を

するようになってきた。
イ :子 どもの考えを集める工夫により、学習内容に応じて効果的に考えを集め

ることができ、素早 く話 し合しヽに入れるようになってきた。
ウ

′
:不十分な考えでも取り上げ、誉めることにより、子どもは話すことに対 し
て自信をもつようになってきた。

(3)仮説 3にかかわって

⑪子どもの見方・考え方の変容を把握する
教師が指導に生かすためのコーチ役としての評価を目指した結果、子どもの見

方・考え方を的確に把握できるようになってきた。
-9-

｀
V′



ア lワ ータシートや機の具体的評価の手だでを組み合ゎ摯ることによ幸、評燿
巻授業に豊かせるようになってきた。

イ :塵席表を規雇 した「見つけ鰭―ド』:ま 、次鍮「おり上ず亀段階』で推表さ
せる子どもを見つけたり、儘駆指導をしたりす品の鍵大変富動でみ轟曇と
が分かった。

O学習の意欲化を図る

教師は、子どもの見方・考え方の変容春鐘機し、磨―チ投としてフィードバッ
クしながら指導 してぃくが、それとと色に子どもを動まし、意欲を高めるた絲鍛
評価をしてもヽく。

ア :意欲調査にょる

子ど色の構知藩の実態を把握す轟ンディネステス トな単元構成や推導 :こ積
極鋳臨総選することができた。また、構意面の実態巻鐘握する「慧欲誕査撃
により、子ど儀の算数温対す轟爾♂か苺意欲がつか轟ぬ争

イ 1子 ど亀́曲斃によ機欝儘
子ども自身による評価によって、子ども:ま 塞分の学習成果や情意鈎成果に

つもヽて振り返ることができる。このことにより、次の学琶への意欲を馨:き 轟
す通とが分かってきた。

露̀ 今後の課題
の学習適糧鍛効率化

「のりだす」 。「みっける」・「わり上げる麟 。「ふりがえるJ嚇現行の学膏形
態だけにとらゎれず、授業時覇の弾ヵ鉾運用等にょり、さらに効率舎高い授業な襲
機していまたしヽ争
⑫評価方法鍮鴫確化

通れまで、観点創轟様に即した評価弗工夫をし、ヮークシート・慶席表を理濯 じ
た見つけカード・自己評価鍛応、りかえリォード壺感想文等で評価してきたが、これ
が最もよい方法であるのか、また、どんな評価の組み合わせが有効なのかを追求 じ
て時ヽきたい。

③物的環境や人的環境の見直し
子どもの学習意欲は、よりょぃ算数鋳環葉によって高められる。教材 彙教具の整

備をさらに進めていきたい。また、学級経営を見直し、さらに子どもの億性を育て
碁ものにしていきたぃ。

… 10-
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道 徳 の 授 業

春 日井市立牛山小学校

小 河 直 子
1・ こまじめここ

「道徳の授業 を行っても子どもが少 しも良 くな らない。Jと いう話 をよ く聞 く
―

が、子供の実践につなが る手立てが うたれていないことに原因があると思 う。心
の弱さに負 けるのが人の心であるな らば、それ をよしとしなしヽのも人の心である。
子ども同士 、互 に密接 につなが りを持 って暮 らす中にこま、様 々な問題が発生する。
トラブル が起 きた時に こそ役立つのが道徳の授業である。
そこで 、 クラスー人一人の児童を追跡 し、個性 を把握 した学級経営を行 しヽ実践

への手 立 て とした。
F豊か な心 を持ちた くましく生 きる子」を育 てるために、道徳の授業を充実さ

V管 、全員 リーダ ー制を活発 にし、多様な体験 を生み出させて きた。
産。目攘 む方法
〈1)鰯 へ参対応を生か した道徳の授業 を行 う。

意 理 的指名を授業の申に計画する。

児 童 に自己評価 をさせる。
(2)一 人一人の児童の理解 を深める。

座 篇 表 による追跡 連絡帳による個別機対応
(3)互 しヽの長所に気づき、認め合い、尊重 し合 う人間関係 を築 き上げ る。

金 ての児童に、個性に応 した藩躍勢場 を開発す る。(全員 リーダー制 )

3.実 態
e 内 気 で活ヵの乏 しをヽ児童が多 い。

(入 り授業の教師か ら≫
鬱 友 人 間 係 で悩んでいる児童が多 い。

(ア ンケ ー トか ら)

機女子 鍮 小 グル ープかが進んでいる。
隻。実 践

芋闘 J町_耗難 菫難 璃≧幸 _島ゝ 竃ン た

道徳 と学級経営

~ 
≪量≫ 実 験 ここ難がる道徳勢授業

女子 13名 が 4つ の小 グループに

わかれ、交数が少ない.      1~ √   ノ ヽ 娑‐ ■` り摯P rJ″
｀
ジ ー ,い V/J」4-                             ,

授 業 の 中で児童を生 き生 きさせるにこま、一人一人 を生か した授業 を組織 しな
けれ ば な らない。持上がりでしかも、26人 という小人数のため、児童をより深
く把 握 で きる.そ こで、「個への対応Jを 生か した道徳の授業を実践 してきた。

昼

頃

書 抒塁鱈層彗鱈喜迅麺着軍轟重警彗軍 :こ

・ 生き実践ここ繋がっていった。

ア  学級の多 くの考 えを代表する児童

イ  本 時にお tナ る高まりを特 に期待す る児童
ウ  学習の流れを変えた り、考えを高めた りす る通とが期待で きる児童

機  生 幡 を振 り返 り、自分働考 えを明 らかにす るために自己評価 をさせる。



渉
劣

展開後毅で、個鰹観鋳変容を見 4た め縁意図的指理をする。
指導過程の基本形

指導段階にお けるな らい、指導の手だて 艤へ綽鯨飩

睾

入

☆ 雰囲気づ くり、価値への方 向づけ

中心資料 につながるものを提示す る。

価値にかかわる生活体験の掘 り起 こしをす
る.(小 集団で話 し合 う)

一人一人の考 えを

反映させ るため、斑

で話 し合わせる。

展
　
　
　
開

　

前

鐙

☆  資料 をと らえる。

資料提示 を工夫する。

紙芝居  写真  場面絵  その他

基本発間で、状況や条件を押 さえる。

中Jか発間で多様な感 じ方、考 え方 を31き 轟さ

せ る .

発聞などによ り、よ り高い価値 を感得 させ る

た砂の意図的指名 (ウ )

多様 な考 えを出さ

せ るた滲の意図的指

名

(ア ) (イ ) (ゥ )

友達 の意見を聞 自

分 と比べ させる。

理 由づけや友達の

意見を交換 させる。

よ り高 い価値観 を

出させ る。

震

闘

後

段

☆ 高められた価値観に照 らしての価値の内面化
今までの自分の生活を振 り返 らせる。

(ア ) (イ )

学年で考えた円による自己評価をさせる。
行為だけでなく、心情、判断までノー トに

書かせる。

日頃の学級経営の児童JE握 を生かして、変容
を期待する子に指名をする。

機饉観の変容 を見

るた機の意図鋳指名

終

　

末

☆ 価値への関心の継続 を図る.

教師の話

児童作文

父母か らの手紙

ことわ ぎや格言

一人一人の追跡表

か ら、良 さに注 目さ

せる。

F:



第 6学 年  道 徳 年 間 計 彗由 F

典審 番 号 指 導 内容   :  資  料  名    : 出 典
|

磯 考

4
思 慮 反 省 節 度 節 制 グライ ダー飛び 嚢 る い む́

4-(1) 社 会 的 役 議 と責 誓 合 唱 コ ン ク ール 嵯 る しヽ
`む

轟

4 盆 構 心 選 法
権 利 義 務

み ん なの た め に 明 る い 心

■ 者 菫 勇 気 不 携 不 遷 二重 とびへの」L戦 明 る を`心

恣 生 命 尊 重 猛 火 寺 中 で 晩 る い 心

4 勤 誉 社 会 奉 仕 遊 び 場 づ く り 明 る キヽ 事か

曇

■ 自 轟 .規 律 (新 ) 絵 食 の 時 毒 明 る しヽ 心

2 思 し` や 惨 .親 切 あ る験 で 鋳 藁来 事 明 る い 心

4 社 会 的 投 築 と責 任 飼 育 当番 明 る い 心

3 自然 愛 ,環 境 保 全 ひ と ふ み 十 年 明 る い 心

7
2-(4) 寛容 。議虚 (新 〕 すれ ちが い 明 る い こき

轟 敬 けん ど うしてもだせ ない
あの色

明 る 時ヽ 1き

審

4-電 4) 勤 労 .社 会 奉 仕 土 に 盤 き る 母 1文 部 省 道 徳
|

資 料 とそ の利 用 2

■ 癬 章進取 農 越 の 堤 鱗

2-(2) 思 いや り。親 響 歩 蓮 橋 唾 る い心

4-(2) 食 鬱 J響 蓬 畿 権程 轟 萎  Å 玉 と興 車 ごや 教 育 轟覆 私 た ちの 遭

4 轟 難 壇 鮮 ,畿 善 祝 福 があ ります よ うに 明 る 年ヽ ごト

■ ― (3) 奎 轟 ゃ鍵 律 翁秀勝 手 教 育 鍵版 私 た ちの運

2‐ (3) 左 舒 鷲 頼 鼻 責 理 解
鶴 携

轄 譲 明 る い 心

4 公 平 。公 正 `正 義 ぼ くは こ うか い しな い 明 る い 心

3-(6) 敬 け ん 、 長 け い 青 の 轟 再 視嚢 党教材

4 舞 土 愛 、愛 置心 菫 戸 の 現 贅 の た 路 に 唱 る セヽ
`き

4 自然 愛  種 境 録 全 視 藝 党 教 材 明 る い 心

12

■ 誠 婁 ,明 蓮 水 曜 巨鉾 テ ス ト 哩 る しヽ 心

1 創 意 響進 取 あ ばれ「iI 明 る 争`′か

4 家 飾 愛 お 母 さん 明 る しヽ二む

１
．基

■ 希 望 露 気 不 携 不 層 露 気 と言 うこ と 教 育 鶏懸 わ た したちの道

甦 奪議 `感 議 無 菱 と の な 購 轟 をヽ わ

4 褻 醸 理 解 嚢 壽 一 人 一 人 の 人 間 教 育 出販

|わ

たしたち
?二

霊

節度節 制思感 反省 断 れ た轟 緩 教 育 轟議

亀 題 鶴`や つ子魏 彗 亀 う一つの親 切 教 育 轟腫 わ た したちの道

3-(2) 生 命 尊 重 命 つ て な あ に 1教 育 出版
Ｔ
Ｉ
Ｉ

2 寛 容 譲 虚 広 い 心 で 1教 育 出販 |わ たした■塑

霧
自 上 心 ぅ個 性 伸 張 サ ル とね る少 年    1明 る い 心 |
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菫. 主題峯「合唱コンクールJ(4-1 社会的役割の自覚 ど責任 )

2.主題設定の理由

(1)ね
・
らいとする価値ここついて

私たち lま 、それぞれにしく つかの集団に属 している。職場、学校、家庭等が

それにあた り、そ修中で自分締役割を果す ことで、構足感が生れ、その集団に

対す轟爆属意識が芽生えて くる。

児童も、学校 としヽう集団の中で生活 している。そ してその中で、都感動、委

員会、クラブ という集国にも参加 している。高学年になると所属する集団も増

えてき、そ こで果たさなければな らない役割も多 くなって くる。様 々な集国で

責任を発 し、満遷を得 ることこま児童自身の個性を生か し、llTば し、満足を得 る

上でとでも重要なことである。そればか りでな く、社会鋤一員 として、必要な

力でもある。

(2)資 料につて

真理子は友達の議いで、合唱部の人部する。家族旅行を止めてまで、練習に

励んだコンクールここ出場することになる。が、真理子を誘 った 2人の 友達ιま

農場で きず、彼女 らここ「 まさかコンクールに出場するつも りじゃないで しょう

ねJと 、言われる。真理子の心こま、友達 との伸を保ちたいという気持ちと、合

唱コンクールに参撫 して自分勢役割を果 したいという気持ちの間でゆれる。悩

んだ揚げ旬、真理子 t虚 コンタールほ出場 し、精一杯歌 って溝足感を得 る。

当学級の児童も、 6年生ここなって様 々な活躍の場が回ってきて移る。体験 を

通 して充実感 を学ばせることιま、児童一人一人に希望 と自信を与え、間近に迫
っ.た 中学校生活を自ら切 り開 L・ てい く上での生 きて働 く力になると考え、この

時期の児童にふさわ しい資料である。

3.な ら聯

他人 の言動に左右 されず、

を高め る。

自分 の考 えを明確に持ち、

ることができる。

4.準備  教 読物「合唱コンクールJ、

フラッシュカー ド、場面絵 1

5。 指導過程

学 習 活 動

人の言動ここつ られて失敗 した経

験を発表 し合 う。

自己の役割を果 し、責任を果そ うとする気持ち

友達の考 えと比較 し、更に、自分の考 えを深め

振 り省 リプリン ト、 TP、 OHP
-3

指 導 上 翁 留 意点

° 誰もがやって しまいがちなこ

とに気づかせ る。

・  価値の方向づけをする。

2 資料 を読み議 し合 う。

△ 主人公真理子の気持ちの変lL

に注 目して読静ましょう。

導

　

入



展

開

墓爾

毅

△  8人 とも合唱部に入部できた

時、真理子こまどんな気持ちだっ

たで しょう。

・  3人 とも一緒でよかった。
・  8人 で頑張 ろう。

△ 真理子 tま どんなふ うに頑張 っ

て練習 しましたか。
。 3人 で誘 しヽ合 って、精一杯

纏習に参加 した。
・  一 日も体 まず練習に参加 し

た。
・  父や母にす まないと思 つて

練習に参加 した。

△ 一人だけ、コンクールの出場

者 t≧ 選ばれた真理子は、どんな

気持ちだったで しょう。
・  里美や千都にすまなり。

・ 家族旅行警取 り止めてまで

繰習 したかいが合 った。

' 里美や千都に何か言われ る

のでこまないか。

△  里美に「 まさかコンクールに

出るつも りじゃないで しょうね

と、言われた時真理子はどんな

気持ちだったで しょう.

・  コンクールに出ると、もう

友達でな くな るかも しれない
, 私も合格 しなければ良かっ

た。

畠 出場 を迷 つていた真理子が、

会場に飛び込んだのこまどうして

で しょう。

・ 夏体みも頑張 ったか ら。

・  父や母に申 し訳ないか ら。

' 合唱部のみんなが困るか ら
・  出場を止めると責任が果せ

ない。

・  カ ー ド 1、 2を 鍵示 して議 し

合いの中心になるおころを知 ら

せる。
。 あこがれの合唱部に入部でき

たことだけでな く、 3人一緒壼

人部できた喜ぴが大 きいことに

気づかせ る。

・  夏体みの旅行を取 り止めてま

で練習に参加 した真理子 と、時

時練習を体んだ里美たちと比

較 して考 えさせる。

0 ア、イ、ウ勢児童を指名 し、

多様な考 えを警:き 轟す。

θ 笹人の言動に左右されないで、

自分鍛役割 を自覚 し責任を果す
ことの大切 をとらえさせる。

(価値の把握 )

轟

呼 ヽ分錢生轟修験を振 り返る。

星 争菫曙量分こま、費鍾を最 して



きたで しようかo丸働中に自分

責任輸大 きさを書 きましょう。

学級、クサブ、委員会に中で

自分勢責任を果せたことを書 き

ましょう。その訳 も書 きまし

う。

ム 発表 しましよつo

今 までの 自分嚇生感 を振 り返

ることがで きなか o

(振 り返 リプ リン ト〉

価値の変容 を見 るために意図

的指名をす る。

ア、イ、ウ の児童 を指名す る

終

末

轟.座庫表

児童の実態 を把握 し、~人一人を大切にするための工夫

児童のもつ価値観 を見 ると実 ここ多様であ り、十人十色である。一人一人の児童

の成育歴や経験の多少性格等 を考 えれば、これ lま 当然鋤 ことであ り、こ修個人選

は、湊 して道徳の授業をや りに くくするもので lま ない。む しるこの優A差を生か

すことによつて、 どの児童 もその児童な りの姿で授業に参加す ることができ、お

互仰異なる価値観 に触れ ることによつて児童は自己のもつ価値観 を補充 .深化統

合 してい く通とがで きる。

そこで、教師 ιま、授業の計画 を立ててい く段階で、一人一人鋳児童器ね らいと

する価値に対す る実態 を十分把握 しておかなければな らない。座席表は授業の中

で意図的指名 を行 うために有効に働 く。~~豫
雲は[菫卜くの考えを代表する児童

)け る高まりを特に期待する:  i 教師の燿察…ひらか亀
: 児童      フ

‐ 二_正三____……`③j学習の流れ菱変えたり.考えを高め

亀りすることが麺待できる児童

簑

量

4 価値へ鋤蘭心継統化 を図 る。

△  こんな議があ りましたo静か

に聞 きましよう o

自分の役割 を自覚 し、責任 を

果 た した児童の話 を聞 く。

きたむ ら

ウアウイ

振
イウウイ

鬱

いながきだ〕
ウアウウ

教 卓

鰯
舞
　
○

ア イ



(2)個 性に応 じた場 を開発 す る

①  全員 リーダー (一人 で 2つの班長 )

生活班…連絡、そ う じ、給食、生活
学習班…国語、社会、算数、理科、
それぞれが、一 日の生活、学習の中

で リーダーであ リフォ爾アーである。
そ鍛ために還躍の場 が多 くな る。

班 という集国で学ぴ合 う通と鍮良さこま、

自分の狭い考 えに固執 す ることな く、多
様な考えを知 り、迷 い、考 え直 し、さ らに
一段高い考えに練 り上げていけることである。

日直、給食当番、清掃 、学級文集
小集目による学習活動 を通 して、互 い

ここ認め合 建ヽ助け合 うよ り良い仲間を育てる。

9 呼ぴかける係活動

協力 して進路 ることを体験を

通 して学ぶ場 とす る。

運 1圏参係給食

呼ぴかける楽 しさ、

聞しヽて貰 う楽 しきが生れ る。

係活動を通 して、一層募んなが便利に

なつた り、快通にな る活動を生み出させてい く。
F全体のために自分 は何ができるかJを考 えさせなが ら実践 させ る。

その中で充実感を味わ い、クラスの一員 としての 自信が生れる。
成果

☆ 民主的な集目を育て る基礎である、聞 き合 う人間関係 を
育てることができる。

☆ 子供同士の認め合 いが生れ、「価値ある自分 J

「人の役ここ立つ人間』であることを自覚 させるこ

とができる。

(3)一 人一人の理解 を最め る

機  2で磯活躍 を座席表で追跡

連絡帳で個 BIIここ支援をする。

活躍のなか った空機勢児童にζま、霧躍鍮場を与 えて行 く。
② 連絡帳の充実

保護者は、子供を通 して学校を見つ詰めてひろ。学校での子供 の活躍
を通 して家庭 と連携することができる。道徳 は、家庭翁協力を得 て初め
て実を結ぶ もの と考 える。家庭における子供の見方 を知 ることは、子供
の個性を提える上でも重要である。子供の良さを通 して磯連携への発展
が可能になる。

係
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◎ I男の場合
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たつ 自分を発見 で学級の中で全量 リーダニを行 つてきたためみんなの中で役 肇こ
き懸喜びそ知った。

この ことは、 6年生 に なった時にも全綾のみんなにと輸が広がつてきた。
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4.終わ りに
一人一人の良さを生か し学級経営 を行いち遭徳鬱実践の場を開発 していきたしヽロ

そ参ことは児童の良さを更に伸ばすものである.児童は、垂種 支 え合い成長す る
ことの大きさをこの実践だ学んだ。今後も.児童 場生き生きと活動させ られる教
師であ りたい多

黒秒こ
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「

装皐県土鍍華土鍍華立黒申学毅

鈴木 鐘史

■ 本 絞 に お け る 孝 活 パ _ic希 漏れ 竜び 方

笙

"パ
ズ

本崚鍾お静て生活バズと学習バズの二種類のことを光きくバズと呼んでし、最
生活バズでは t

少人数としヽう心理的に各人の要求が容易に出されやすしヽ場にお等ヽて
お生徒一人がまずあ拶のままの自分毎要求や意見を錢じ舎える。
・そ参要求や意見を土台にして、共感や協力や相互点検の経験が積み上げられ

る。
・小集轟め中で与えられる地位と役鐵と責任が、生徒籠人として勢行動機あり

方として主体的に自覚される。
・ 自分や自分たちの生活をよりよしヽものにしていこうとすることを主体的に行

彗、そ鉾能力をつけていくものと考えられる。
この生活バズは、一 日の中で二回ある.

一つは、清掃時の開始バズ・終了バズ.も う一つは、帰りの会で締生バズゅ
通こに二つの生活パズを紹介 します。

O清掃時の轟始バズ

到霊輩尋 「これから、最除を鐘じめます。きのうは、私語が0、 頭覆いが0、 時爾までし参か讐できたがO、 畿片付けがX、・・・でし豊。今目働露当て
|       は、質浜itiと思各:ますか。』
A案蒙 「昨露感、後肯付けがXだっとし、ず―っと100π達虚してtlな ttので、今露轟同墓て感1◎ 0露達成がttもlです。』
覇霊揮轟 「饉盤轟讐ませllyか 。J

班員「…』

剛距握議 「鐘にな31ようです銀で、今慶鍛墨豊ては100多達重饉します。し,多讐嚢嚢ってくださも:.』

班員『おねがいします。』          ｀

清掃時の終了バズ

到歴響尋 「これから、終了∫1ズをはじめます。』
到睡拝ミ F減移めます。」

轟霊彦尋 「今日め腰書を言ってもらも1ま す。まず、点綾綴書をお覇ιiし ます.J
溝難委員 「今騒は、募ん薫私妻も奪く一生懸彙顛蜃ってi:窯 撃よ。撻露鰹慇君鱗、轟まで懸攀掛けをし事1て良かったです。警轟て議げてくξ塞等:』
班員「幾手」

鸞掃委員 『でも、190メ達成鐘餞桑ませんでしたc後片付けで懸中が整額されて憲l家鷲んでした。』
騨歴鐸譲 『では、晨奮避言ってくださキ:.」

磐
二



B奇← 「今震も昨Flと 同じところがXでした。明日は、雑中は雑申0係でほうきはほぅなの係で責任を持つて後片付けなしたらtltlと思います。終
響獲班長饉崚認してもらったらどうですか。」

Ct卜  「賛成です。腰掛彗勢よう糞みん慇も一生懸命鮭露議をして::る し、あと少しで160鷲達成できるんだから。J
到里揮議 F今、醸子さんとC子さんからの提案につし1でどうですか」
班 員  晴 鰯 .J

到匡奮尋 「では、現目こそ100%進威を目指して頭張りましょう。それと、今日頑張った目B君を誉めてあlf意 しょう。』
班員 夢織手』

刊壼響尋 「これで、今憂の溝撮鐘おわります。J
覇量  「導管がようござ彗1婁 藝量。』

◎帰り鍛金鉾生バズ

黙理彗 {輔の金で露菫から提案された本国の目当てにつllて 各自が振り返えるハl
量え擢蒙 選翁分轟考えを三葬讐ノー許 〔量肇てづく馨・諄轟づく学ヨ書分づく等)記書くこと筵よって自分をみつ譲る。}
ここ婁マ鐘、轟主鞠難活動 して馨ヽく。

豊パズ

塁菫『 これか善バズ奎行な書てくださ韓。
しないです』バズ隊型鐘なって下さ

4グループ

珂懸握尋 「学習拳私議をしな:tが今甕機テーマですが、みんな今轟を握り返ってどうでしたか。F男霊J

「
晃 Fぱく鐘、数学の時嚢鑑少lJ私轟着してしまtiま し急参でも、理長が注意してくれ為繊で、すぐ舞思11議 してやめましと。自分では、意識し

て書1るつもり黛島菫けど、すぐ憲轟てしまう難で注薫してくれると動かります。』
『ぼくもF男書と興懇で.つ憲1憲襲てしまうとを1う参轟子延量ってしまうと書tうかすぐ難襲語を与て与まも1ます。』
FY男霧饉注麓避怒ても間も:て く轟意せん。逆紅饉らまれまし虚.逗 う:lうこと感、おかし:1と思llます。」

『 llF露彗どうですか。壺        
｀

「そりゃそうだけど・・・。』

「Y轟君縁よう黛こと覆されると私語轟1つまで虚っても治らなもヽし、私上ちも注意醤もにくくザます。』           .
FT子さん辱言参てi16こと豊か誓ますが、しゃべるとおもしろいし途中でや轟虚≪黛::と きもあるし。でも、やっぱlJやめたほうがllι:島

だよな基鍔縁雷警マitるか分から蹴く蠍っちゃっ盤雛ど。と難がく私轟は、競けなもlことはilけなキlんだよね。J
「爾で鐘、分かるんだ彗ど藝』

「今爾0テニマが轟譲をし慇:1で T子さん拡Υ男君鐘注意じ驚籍簿、速菫難られるの難ゃ議ぱりおかし:1と思itま す。tlけなllこ とをしてil

る霧は、Y轟君掌んだからごtlけ慇ιlこと感t:け黛tlと薫直饉認轟て下さ[1。 機競男子が調子鍾のって私語をしてしまうようです.気を付
けて下さ暴。』

Υ男・ F勇 睡韓。」
班畏

′
『や書ば彗み鑢で守っまこと鐘、守って靭き虚繰b腎さん鐘ヽ脚事れてくれ虚0罐めてあ無しよう。』摘手

そや後、点検項目鍾つぃて振り返る。
圏醒菫 F「預をや轟てくだ姦糠。話し合っ識ことを発表してもらいます。4携3-ブと6費)ギと8携麟イは、今露0目当て舞つ耕て発表して°
  下さも11・ 2げ轟―プ鐵、点検項霧短参いて発表して下さも:。 』

轟麗墨菫貪彗青慶鸞蜃燒入掛凩農量懸量雪奮彗賞遍]信甲
鐘支えられ虚人甲闘

今 碧鋳テーマ鐘t『学習幸私語を
い。フリー討議で。J

Y発
丁子

班晨

ヽ Y男
T予
汗轟

V轟
瑾長

V



震  側な露Eσン塩ユ曖♭しヽ

本校では.長年バズ学警を導入 し、統合の時 Fan饉 特設バズを位置付け、ま盤
教科学習鍾おいて教科内バズを鍍置付け、学校鶴攘鉾達成範つと轟てきた。こ
締案銭rJ中 で、互いの良さを認助励ましあう学習の姿など、協調性や協力性と
しヽつた面での耕 しができたことを成果として認めあってきた。

しかし地方で

締持霧との建求勢中で、一つの発雷が轟るとそれ鐘流されてしまう依存的な姿
がみられる。

輔一人一人が撃習者として課題解決姫書から姿'が激 し酵L。

こをヽつた饉としての弱さが、雲舞付くよう延なってきた癖
数学における生徒の実態としても

綿諄雲難封 して轟警録峰が早く、轟多深 く考えようとする萎が乏 しい.

幹既習事項を生か しても課題に取 り装む姿が乏 じ箸1.

特教え合うたり質問じ合ったりして,仲間轟士で轟奪ろうとする姿が弱い。
通こでも、無として翁蒻さが浮き彫 警襲掌ってい辱。

これらの実態は、これまでの授業における́教師側機姿勢にも標理があったと
[考

える。馨ぜならば、教科義バズ鍾綴いて方法議鍾彊って与ゝたため鍾、儘舎あ
り方がおぎなりになってもヽたた場であるからだと思ゎれる。       :
そこで、今一度原点に戻 り、教師が生徒一人一人筵爾を寵け、良分の意見を

大切に出来
‐
る生徒の研究を進めてみようと考えた。

3 覆雅 難 σ≫
=方

法 }‐ ノ鼈 E書

(ll生徒一人一人をつかむ工夫

一斉授業の中において、教師側は中レベルに視点を当てて進める事が多いた
め、時には低次の生徒覆見捨ててしまってぃた警、高次の生徒にとってはたぃ
くつ極まりない授業になってしまうことがある。
生徒が自ら学ぴ、薩んで学警し続ける力を高鋳る鐘は、生徒が課題を追求し

達成しようとする時につきめた轟砂譲ずきを克艤していく置とが大切である。
そこで、まず一人一人がどのようなつまずきを示してむ亀ものかを的確舞とらえ
そのつまづきに対 して、指導めてだてや配毒を工夫していくことが必要である
と考えた。

◎ 生徒理解をタイプ別 モ似た性質
を持つた大きなかたま響》鍾とも

えることにより、指導鋳手だでを

具体的にしようと考え驚機

分類する 2つ 磯民度として

「繭心 摯意欲Jこ『鍵掬Jで
右の国鍵ように 4タ ィプに分

類 した。    実態輔輔輔

藁

轟

意鐵   高



「

A…意欲も低く能力も低い生徒
8-意欲はあるのだが、能力が伸びない生徒
C…能力はあるのだが、意欲的に参加しない生徒
D…意欲的に取り組み、能力も身に付しゝている生徒

0 数学におけるパズ学習の方法の検討。学習形態は、ほとんどが教師対生徒
という関係で進められる.学習の援助者は教師であるということは前提では
あるが、生後の相互の力の働き合いを重視し、それを有効に活用することが
大導で轟ると考えた、パズ撃習曇位置付け。 実態神経)

パズ暴種類 藝鋒及び羹書 方法及び留意点

発見バズ ≪課題につ与ヽて舎騒冒

事項壁見付ける>
議題に対 して礫畿

′
習事

壌を握人で考えノー ド

に記述 した寧柄を交流
することにより、より

よしヽ解法を見付ける。

く方法>学習リーダーが輸番法に
真りひとりひとり総意見を出させ

共通点を明確にする。
く留意点>
・どのタイプにおいても解けそう

な問題。
・ノートに自分の考えをしっかり

と書かせる。
・タイ九を特に留意する。

櫨強バズ ≪課題追求を深総る>
醒分母考えを足場にも
て、意見を交流するこ
と鐘より、自分鋳考え
を修正したり深めたり

する。

く方法〉班長が中心となり自分が
分かってもヽるところまでを交流じ

舎もヽ解覆導きだす。
<留意点>
・タイ漁・3 餞ントカード等を与え

自分の星場づくりの手だての援
助をする。

・タイブCCD このタイプが最初に発
表してしまうとA・ Bが遠慮して
しまう。バズの進絲方を指導。

畿習バズ ≪知識鍮習得》
解法や態を確か壽合う
中で、教え含しヽ融まし
合懸ヽながら勤異的に学
鸞する。

<方法>班長が中心となり自分で

出来ているところを発表していく

<留意点〉

理解め不十分な生徒饉は、理解で
きた生徒饉教えさ越る。

甕



´

「

‐

轟  凸 鷺蠅 鍮 諄畿 J謬

れ》攣麓亀 …靭爾数

総単元震標  ・具体的慧事畿準総ける変化勢彎難奄通して、闇数轟係饉つしヽ電
の理解避雨に深纂儀ことができる。

・二次関数のとる饉の壼 なゞの割合とグランの特徴につしヽそ理解する
中二元―次方程式鑽…次闘数年してみることができる勢て、ゲテ
フから違立方程式命鱗を求めることができる。

f31本時の目標 0と もなって変わる二うの数量x、 y饉 は、y=ax+感 で蓑す
ことが出来るも機があり、これを一次関数としヽうことがゎかるも

t41生縫―入一人をつかむ工夫
○タイプEll指導 (本時に関あって》

レディネステス トの結果から、正比例に関して  能
理解している者とそうでない者との差がはっきり
していることが分かった。同じスタートラィンに  力
立なせる通とは無理だとしても、生機翁学奮麓欲
と能力を4つ のタィプに分けてとらえて、タィプ
鐘応じた指導舞取り縄んでしヽきたもヽ。       低   意 欲   轟
本時では 彗能力を1二つの数量関係を表にしたり、式にしたりする力。

・意欲を、自ら進んで考えょうとしてぃる僻手発言、餞をれてぃるか》態度

Aタ ィプ Bタ イプ Cタ イプ Dタ イプ

本

　

時

表を作る時つま

づく。式fな が轟

来ない。自ら分

かろうと努力 し

なしゝ。

表を作る時うま

ずくふ式f證 が盛

来な響ヽ。曲ら分
かるうと努力出
来る。

表鐘完成出来る

式 f歌 轟素懸縮量

分Φ奪えを発表

することが少な
しゝ鬱

表鐘完成できる

畿分鋳力で式化

饉窯る。自分の

考え覆発表でき

る。

騒
｝
一冗

比督饉題重対する意数が低く、

議島も低Ll豊縫

比鍔難奮する意歌歓轟ιtが、難

力が糧‡l豊縫。

難力鐘ある場だが、意欲釣
=参

議しな告:生徒。

意鐘蟻菫取誓鐘み、義力も身
=

付をl電器る豊徒。

手

　

立

　

て

能力面の援助法として鐘、こント
カー 舞・バズ学奮二

意欲面器援助法として教材・教具
の提示 .

意欲轟鋳援助法
として教覇%教
具舎提示。菱の

完成場画番の意

図的指亀 .

覺言鋳場で、意

見を轟させて議

明童世てしヽきた

もゝ。

難

饉

比倒y=axと一次麗数yttax+bO式の違いにつtlて 気付くこ
とが出来る。

既奮事項を蒻馬して説続するこ

とが轟農る。

既雪事覆を利露して思考選理を

導難鍾与蟄攀す馨ことが轟案碁

懸
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③パズを申心とし敵本時の展開 〔補強バス)
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羹分鋳考え方鐘、バズ虹なった時にみんなと全然違うなと思群菫移筵。
でも、こo考え方で自分は出来たので、rな んとかしてみんなに分かつても
らいなくなってきた。でも、考え方が違 うのでなかなかみんな筵分かって
もらえなくて、特に、興子さんはグラフなんかならっていな移ゝんだからと
言って全然ぼくの議畿を聞blて くれようとしなかった時は、少し顔が立っ
た。でも、頑張って話 しているうちに分かってくれて、 Fす ご一いJっ て
言われた時はすごくうれしかった。
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表を完成するだけですごく時間がかがつしまつた。はじめ毎ゼ ロ分参時

韓絶対にゼ置轟だと思っていたので、ゼロを入れると皐分裏でと奪分まで

の入る求の量が一定でなくなってしまうのでイライラとしてしまった。考

えれば考えるほど分からなくなつてしまった。このま事バズをやる勢饉蟻

だなつて思つていたらヒントカー ドがあったので難ってしまった.でも、

そのカー ドを見たら今までイライラしていたのがスーッと晴てきても式は

自分の力で見つけてみようつていう気になってきた。バズの時は、みんな

に説明が出来たし、表を作るときに私と同じところで悩んでいたことを知

ザうれ しくなってきた。

_多 b彎

サifl及 i:ン盟≒ザ1カfrif



藝  鍵 夢 察

ひとりひ≧り覆つかむ工夫社ひて指導をしてきた結果、盤徒たち鋳それぞれ

鍮羹態範つも電て、変翁ような重桑があらわれてきた。

Oタ イプ別整導鍾つ与ゝて

成果  薔生徒理解をタイプ艇鐘≧うえることにより、指導翁手だてを具体的

韓することが轟来た。                実態lbl

・積極鋳短発雷する姿が増えてきた。
1      3手 だでにより難奮事項を使つて見方・考え方を確認することで、諄

謹鍾対 して粘 り強 く歌 讐鐘録る豊機が轄えてきた.   糞議輔輔

課題  ・生後鐘常に成長するし、単元や時間によっても違つた姿があるので
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なしヽ。          .

〇バズ学奮延つ掛て

成果  ・生徒をタイプ驚簿≧うえていた結果、バズ学習饉なる前の手だて舞

よリパズに対して慧欲的に参撫することが轟素る生徒が増えてきた   l
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・教算と生徒曇闘答でなく生徒間の話し含掛で (バズ〕課題をとおi
解決方法を考え追求していく姿が尋られるようになってきた。

実態lal.

。自分お考えを持参T参加することにより、一人一人を認め励ます姿
がみられ、互心l総意鐘覆轟絲合うことが曇また。    実態縛  |

課題 ・パズ学習を重ねていくと、課題を解決できる生徒とそうでなしヽ生結  ′―
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´してなけ為ばならない。
。パズ学習鉾参加慧欲避高めるために、生徒理解をより的確筵すると
ともに、手だて避より具体的に考えていかなければならない。
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61■研究の結果と仮説の検証il  ‐ ■  |
11)1学級全体の変容 (抽出生徒の変容T'参照)

学級の変容

意識編査   12月 実施                    .
12年 3組は1『仲のよいタラス1になりましたか.          

‐
1 1は

い   、 32名
いいえ -  1名                  ‐   |
わからない  3名                     ‐

2「はい1警えた人は,どんなところが「伸がよいJと思いますか。 (複数解答可)‐ ||■ 男子と女子●伸がよい:    ・ :
| | ・ 行事のときに目結できる.

|   :■‐ⅢⅢ: | |  ‐ ■| ,‐  | | ■|1   ‐授業で教え合いができる  ・    ■

1   1  テストの点を競争できる

24名
19名

:10名
10名

| .8名 :

2名 :

(複数解答可)

|
1事嚢奎‐孫あ菱蓉基萌ら嘉1主チるために

′
、|IⅢⅢⅢ姜||‐え|=11仲||‐|||||||

をもとに意識調査を行うた:    ―  ` . 1:● :‐ |  ■ |■  ‐■|

基三9 itt 驚轟翼言蛙 譲  :碁ギ |
がtよ りよい個やよりよい集団を育てていく原動力になつたのである:|||■ |:｀
しか

|し、
:Fヤーヽ

|ヽ み1‐

=:警

み
=生

徒の理由の中には、「友達にからかわれる1‐
1‐||

『嫌がること|を言つてくるこ1と訴えている生徒もある。小数意見だが1見逃すこ■
とがでなし‐卜意見だと考える:: 1         . :   ‐‐| ■ ||さらに1行事で培われた人間関係の高まりは1授業の中での教え合いやテネ|■■

こうよとする意欲が高められたのである轟轟轟:二会轟轟轟轟裁二:轟轟轟轟轟基轟|轟難難灘i言
‐
:LI奮琶奮璽琴琶〒琶竃奮鷲に変化したoであるこ―奮して■認め含||える雰囲気を生み出したのである。 |    ~| 11■ ~■  ■■■|■■■■

19・


